
避難行動要支援者の支援体制づくりの手引き作成および配布について

建 設 委 員 会 資 料
平成2 9年 1 1月 2 8日
防災まちづくり部防災課

１．避難行動要支援者支援体制構築補助事業について

自ら避難することが困難な高齢者や障害者等の避難行動要支援者（以下、要支援者）の

円滑かつ迅速な安否確認や避難誘導等の支援は「共助」の観点から、町会・自治会が母体

である防災区民組織が主体となり、対応することとなっている。

しかしながら、支援体制の構築には防災に関する様々な知識が必要となるため、多くの防

災区民組織は、依然として取り組みが進まない状況にある。そのため、平成28年度より、避

難行動要支援者支援体制構築補助事業を行い、支援体制構築の促進を図ることとした。

年度 H28 H29 H30 H31 H32

内容

地区数 5地区 5地区 5地区 5地区 5地区

累計 5地区 10地区 15地区 20地区 25地区

○支援体制構築補助業務委託
支援者の確保、個別計画書の作成、避難誘導WSの実施

•手引き、
事例集の作成

２．避難行動要支援者の支援体制づくりの手引きについて

３．今後のスケジュール

11月 12月 1月 2月 3月

◆防災協議会会長連絡会
（1月下旬～2月上旬）

◆建設委員会報告
（11月28日）

※防災協議会会長連絡会報告後、各地区防災協議会や町会・自治会長会議の場にて配付予定。

＜実施計画＞

（１）内容

個別計画書の作成方法、避難誘導ワークショップの実施方法などに関する事例や教訓

を取りまとめた冊子

（２）活用方法

地域における要支援者支援体制づくりを促進するため、防災区民組織201団体に配付

するほか、しながわ防災学校等での研修資料としても活用し、周知を図る。



４章 取り組み紹介

５章 様式集、参考

様式１ 品川区避難⽀援個別計画書
様式２ 組織表（避難⽀援部）
様式３ 平常時⽀援活動マニュアル
様式４ 災害時⽀援活動マニュアル
様式５ 覚え書き（避難⽀援部）
参考１ 名簿について
参考２ 区の⽀援体制について

名簿の配付
（要⽀援者情報の提供）

外部提供への同意を得られた⽅の名簿を⽀援体制づくりの基礎情報として
提供しています。

リーダーの育成
（しながわ防災学校の研修）

災害の予防・応急・復興対策で、どんな「役割」を果たすのかを知り、各
対策活動を実施できるようになるための研修プログラムを実施しています。

⽀援体制づくりへの協⼒
（⽀援体制構築補助事業）

要⽀援者⽀援体制構築補助事業における防災コンサルタントの派遣により、
避難⾏動要⽀援者の⽀援体制づくりの助⾔等を実施しています。

１

２

３

※ 避難⾏動要⽀援者の⽀援体
制構築補助事業 ： 平成28
年度より区内５地区からそ
れぞれ防災区⺠組織を選定
し、⺠間防災コンサルタン
トの派遣等により個別計画
書の作成を含む要⽀援者の
⽀援体制づくりを推進。

平成２８年度、下記防災区民組織５団体にご協力いただき、避難行動要支援者の支援体制構築補
助事業※ を実施しました。

【参考】区が実施している防災区民組織
を支援するための施策 〈品川区避難支援個別計画書〉 〈組織表（避難支援部）〉

課題：初期消火体制の強化や、沿岸低地の津波対策など

取組 ● 個別計画書の作成
● 避難誘導ワークショップ訓練

取組

課題：居住者同士のつながり強化、長周期地震動対策など

課題：木造住宅密集市街地での火災対策や避難経路確保など

取組

課題：木造住宅密集市街地での安全な避難のための火災や
避難経路に関する情報の収集

取組

課題：居住者の高齢化に伴う支援者減少や要支援者の増加等

取組

個別計画書の作成 避難誘導ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ訓練 災害図上訓練

● 大震災に対する基本方針の作成と周知
● 在宅避難に向けた防災研修会の開催

● 個別計画書の作成
● 避難誘導ワークショップ訓練

A 北品川一丁目町会 防災区民組織 [品川地区]

B 大崎ｳｴｽﾄｼﾃｨﾀﾜｰｽﾞ自治会防災区民組織 [大崎地区]

C 出石町会 防災区民組織 [大井地区]

D 二葉三丁目町会 防災区民組織 [荏原地区]

E 八潮49号棟自治会 防災区民組織 [八潮地区]

荏原地区

⼤崎地区

品川地区

⼤井地区

品川
区役所

⼋潮地区

北品川一丁目町会防災区民組織

大崎ｳｴｽﾄｼﾃｨﾀﾜｰｽﾞ
自治会防災区民組織

出石町会
防災区民組織

二葉三丁目町会
防災区民組織

八潮49号棟自治会
防災区民組織
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● 個別計画書の作成

● 災害図上訓練の実施

〈概要版〉



避難行動要支援者（要支援者）

要配慮者

高齢者、障害者、乳幼児等の特に配慮を要する方

品川区避難⽀援
個別計画作成名簿

１ ⽀援に必要なことを確認する

● 名簿をもとに、要⽀援者の⼈数や所在等を確認
します。また、要⽀援者毎に⽀援チームをつく
り、今後の活動を整理していきます。

２ 要⽀援者⼀⼈ひとりの「品川区避難⽀援個別計画書」をつくる

● 品川区避難⽀援個別計画書は、要⽀援者⼀⼈ひとりについて、
災害時の避難⽀援に必要となる情報をまとめた計画書です。

● 近所の⽅などを中⼼に要⽀援者と顔を合わせながら作成
します。

● 個別計画書をもとに避難誘導ワークショップ訓練を実施し、
それぞれの役割のもとで⽀援の確認をします。

● 災害時の状況を再現して実施する「避難誘導ワークショップ訓練
（実践編）」では、実際に起こりうる課題を洗い出し検証できます。

災害時に⾃主避難が困難な⽅を「避難⾏動要⽀援者（要⽀援者）」と呼びます。災害時、区・
消防・警察などは様々な対応に追われ、要⽀援者の⽅の安否確認や避難誘導ができません。要
⽀援者の⽅々を地域でどのように⽀援するのかをまとめた「避難⾏動要⽀援者の⽀援体制づく
りの⼿引き」を参考に、「いま」から地域の⽀援体制づくりをはじめましょう! !

要配慮者のうち、自主避難が困難な方

地図

３ 避難誘導ワークショップ訓練を実施する

要⽀援者の所在地や状況等が記載された名簿
（防災区⺠組織・警察署・消防署に配付）

以下の①〜③に該当している⽅で
個⼈情報の外部提供に同意している⽅だけを掲載

① 要介護度１〜５の認定を受けた⾼齢者で施設⼊所者以外の者
② ⾝体障害者⼿帳所持者のうち肢体不⾃由者、聴覚障害者、

視覚障害者総合等級１〜３級に該当する者
③ 本名簿への登録を特に希望するもので避難誘導に⽀援が必要と区が判断する者

・⾝体状況、⽣活状況
・緊急連絡先
・⽀援者の⽒名等
・その他⽀援に必要な情報

個別計画書に記載する事項個別計画書に記載する事項

避難⾏動要⽀援者の⽅の⽀援体制づくりを進めるためには皆さんの「⼒」が必要です！

事務局

本部班 支援班

指⽰

報告

ポイント 地域で、今やれるところから始めてみる!!

安否確認 避難誘導

個別計画書

名簿

２章 やれることから始めましょう!! ⽀援の取り組み ３章 いざという時に活動できる⽀援体制づくり

ポイント ⼿順やルールを地域で決め、活動を計画的に進めていく!!

⽀援体制を“しっかり”つくることが重要!!
●組織や個⼈としての役割が明確になる
●メンバー全員で活動内容を理解・共有でき、理解の差も少なくなる
●メンバーが変わっても継続的に⽀援できる

３つの
メリット

支援体制づくりに必要な３つのこと

そのために

誰が誰を⽀援するの
か、何を担当するの
かなど役割を決め、
組織表にまとめます。

マニュアルをつくる!!

平常時に⾏う活動内
容、災害時に⾏う活
動内容をそれぞれマ
ニュアルにします。

組織のルールや
重要事項について、
覚え書きとしてと
りまとめます。

組織表をつくる!! 覚え書きをつくる!!

そのために そのために

避難⽀援に関する
③ ルール

を“しっかり”まとめること

避難⽀援に関する
② 活動の⼿順

を“しっかり”まとめること

避難⽀援に関する
① 役割

を“しっかり”まとめること

⽀援に「共助」の⼒が必要

必要とされている「共助」の⼒
● 災害時に要⽀援者の安全を確保するには、地域の皆さんの「共助」の⼒が必要です。

共助による⽀援を⾏うための、要⽀援者の⽅の「名簿※」
● 区では年1回要⽀援者の⽅の名簿※を、防災区⺠組織に配付しています。

３ 地域（防災区⺠組織）の皆さんへのお願い
● ① 名簿※の運⽤・管理 ② ⽀援体制づくり ③ 災害時の要⽀援者の安全確保

※名簿：品川区避難⽀援個別計画作成名簿。要⽀援者の所在地や状況等が記載されている。

ポイント 避難が困難な要⽀援者には「共助」による⽀援が必要!!

１章 求められる地域の⽀え

地域で要⽀援者の
⽀援体制づくりを
はじめましょう！

地域でつくる⽀援の
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２


























































































































